
明治43年の大水害

 安全防災関係　主な刊行物／ビデオのご案内
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◎交通安全・安全技術関係の刊行物につきましては、当協会業務企画部地震・火災・新種グループ[TEL.(03)3255-1216]までお問い合わせ下さい。

◎災害予防関係の刊行物につきましては、当協会生活サービス部 安全安心推進グループ[TEL.(03)3255-1294]までお問い合わせ下さい。

　この埼玉県水害誌付洪水氾濫之図は明治43年

（1910年）洪水のものである。荒川筋における洪

水としては、寛保２年（1742年）と並んで規模が

大きく、２大洪水のうちの１つである。この明治

43年洪水をもたらした豪雨は、荒川・利根川の上

流域において、８月１日から10日まで継続した。

総雨量は、荒川上流部の三峯で675.8mm、熊谷で

328.5mm、東京で310.5mmを記録した。

　このため、荒川源流に近い秩父では山岳崩壊と

河川の異常な水位上昇がみられ、山間部から平野

に出た至る所で堤防が決壊した。まず10日午後６

時半、荒川左岸埼玉北部で破堤・氾濫して熊谷の

北部から北埼玉郡に浸入した。次いで同夜半頃か

ら翌日早朝にかけて荒川右岸吉見等の堤防が決

壊、氾濫した水が南下して荒川支川である都幾

川・越辺川・入間川・高麗川などの氾濫と合し、

比企郡の東部を浸水した。また、さらに各所の堤

防が決壊して入間郡の東部、北足立郡の西部を浸

水して下流川口方面を襲った。図にはないが、東

京府下でも荒川本川は熊谷や綾瀬川合流点より下

流の至る所で堤防を越えて氾濫し、その氾濫水は

深川・本所地区にまで流入した。

　また利根川では、大里郡妻沼等の堤防が決壊

し、北埼玉郡のほとんど全部が水没した。氾濫水

は荒川上流の埼玉北部で氾濫した水と合わさって

備前堤が決壊、綾瀬川筋に流れ込み、東京東部へ

向かった。これらの氾濫水は、北足立郡の東部、

南埼玉郡のほとんど全部、北葛飾郡の６～７分を

泥海と化し、北足立郡の南部において荒川の濁流

と合して都県界を越え、東京府の東部に入った。

　東京府内では南足立郡の全部、北豊島郡の北半

分、南葛飾郡の西半分が浸水し、北豊島郡志村で

は最大4.8ｍ、同赤塚村では4.5ｍも浸水した。東

京市内では、下谷・浅草・本所・深川の４区に浸

水し、下谷区および本所区では３ｍ浸水した所も

ある。この水災における被害は、浸水家屋27万

戸、被災者150万人、被害総額は当時の国民総所

得の約4.2％にも達した。この被害を重く見た政

府は東京府北豊島郡岩淵町から下流に放水路を建

設し、それが現在の荒川の本川となった。放水路

建設とその後の整備により、治水安全度は飛躍的

に上昇したものの、再び氾濫が発生した際には、

首都機能が麻痺し、莫大な被害が発生することが

想定されるため、堤防強化等のハード整備に加

え、様々な取り組みを実施している。

　例えば、水位が上昇している際、数時間先の予

測水位を河川管理者から各自治体に伝達すること

で、迅速な水防活動や避難行動に役立てられてい

る。また、河川の水位やライブカメラ映像をイン

ターネットで提供している。

　200年に１度の確率で発生する豪雨により荒川

が氾濫した場合を想定して、各自治体は氾濫によ

る浸水深及び避難場所を記した「洪水ハザードマ

ップ」の策定を進めており、住民は日頃から洪水

氾濫に備えることができる。荒川の氾濫が想定さ

れている自治体数は55あるが、2008年６月30日現

在、28自治体で作成済である。さらに、東京都北

区及び葛飾区では、街の各地点で想定される浸水

深および避難場所を電柱等に掲示する「まるごと

まちごとハザードマップ」に取り組んでいる。

　政府の中央防災会議は1,000年に１度の確率で

発生する豪雨による浸水シミュレーションを試み

たり、氾濫による死者数や、氾濫水の排水に要す

る時間を想定したりする等、近年の地球温暖化の

影響と思われる上陸台風数の増加や、異常豪雨に

備えている段階である。

　拙稿が水害に対しての備えに少しでもお役に立

てたなら幸いである。

多田 直人

（国土交通省 荒川下流河川事務所 調査課長）

■「ぼうさい探検隊」授業実践の手引き

■子どもを犯罪・事故から守る手引き

■災害と事故防止のハンドブック

■津波防災を考える

■火山災害と防災

■災害絵図集　－絵で見る災害の歴史－

■ドリルDE防災PartⅡ　

　　－災害からあなたを守る国語・算数・理科・社会－

■ＮＰＯのためのリスクマネジメント

■予防時報（季刊）

■洪水ハザードマップと防災情報に関する調査報告書

■洪水ハザードマップ集

■東海豪雨　そのとき企業は

■災害に負けない企業づくり

■危険物と産業災害

■地震と産業被害

■世界の重大自然災害

■世界の重大産業災害

■自然災害被害の防止・軽減に資するための調査・研究報告書

■病院における医療安全対策に関する調査・研究報告書

■建物の耐震技術に関する調査・研究報告書

■企業のリスクマネジメントに関する調査・研究報告書

■工場防火に関する調査・研究報告書

■建物の火災被害想定に関する調査・研究報告書

■工場・倉庫建物の強風対策に関する調査・研究報告書

■海外安全法令シリーズ（No.1～13)

■交差点の危険　～事故が多発する交差点　その原因と対策は～

　（東京都版・兵庫県版・愛知県版・北海道版・宮城県版）

■飲酒運転防止マニュアル

■「飲みま宣言ドライバー」マニュアル

■知っていますか？自転車の事故～安全な乗り方と事故への備え～

■交通安全情報源ファイル

■企業における交通安全対策の現状

■企業における効果的な交通安全対策構築に関する調査・研究報告書

■自動車保険データにみる交通事故の実態

■企業の自動車事故防止・軽減に資する手法の調査・研究報告書

■交通事故死傷者の人身損失額と受傷状況の研究

■交通事故被害者の受傷状況についての分析Ⅱ

■車両形状別・シートベルトの分析報告書

■貨物自動車の安全な運転法に関する調査・研究報告書

■ザ・チャイルドシート〔29分〕

■シニアドライバー　－急増する高齢ドライバーの事故－〔35分〕

■ザ・シートベルト〔37分〕

■ザ・シートベルト２〔22分〕

■交差点事故を防ぐ〔18分〕

■追突－混合交通の落とし穴〔27分〕

■津波版「ぼうさい探検隊」CD-ROM (日)(英)〔10分〕

■カードゲームぼうさいダック～自分の身は自分で守ろう～〔17分〕

■わがまち再発見！ぼうさい探検隊〔22分〕

■市民防災力の強化を目指して〔105分〕

■ＮＰＯ・ＮＧＯ運営上のリスクとその対処〔20分〕

■開国迫る！日本の機械安全－国際安全規格ISO12100－〔26分〕

■自然災害を知り備える－平成の災害史－〔25分〕

■風水害に備える〔21分〕

■河川災害の教訓〔24分〕

■家族でガッテン住宅防火〔25分〕

■家族de防火〔20分〕

■その時きみは？ ―良太とピカリの地震防災学―〔19分〕

■住宅火災　あなたの家庭は大丈夫？ 〔20分〕

■住宅火災から学ぶ〔25分〕

■うっかり家の人々―住宅防火診断のすすめ―〔20分〕

■うっかり町は大騒ぎ―住宅防火診断のすすめ―〔20分〕

■うっかり町の屋根の下―住宅防火のすすめ―〔25分〕

■地震！その時のために ―家庭でできる地震対策―〔28分〕

■地震！パニックを避けるために（手話あり）〔23分〕

■検証　'91台風19号（風の傷跡）〔30分〕

■日本で過ごすあなたの安全　英語版〔13分〕

■火山災害を知る(日)(英)〔25分〕

◎交通安全・災害予防関係ビデオは、講演会や座談会などにご利用下さい。
　ビデオについては、上記記載の他多数用意しております。

　詳細は当協会生活サービス部 安全安心推進グループ[TEL.(03)3255-1294]までお問い合わせ頂くか、当協会ホームページでご確

認下さい。（一部のビデオは実費で頒布しております。）

　なお、当協会各支部[下記参照]にて、無料貸し出しもしております。

　当協会各支部連絡先

　北海道＝(011)231-3815　　東　北＝(022)221-6466　　関　東＝(03)3255-1450　　静　岡＝(054)252-1843　　北　陸＝(076)221-1149

　名古屋＝(052)971-1201　　近　畿＝(06)6202-8761　　中　国＝(082)247-4529　　四　国＝(087)851-3344　　九　州＝(092)771-9766

　沖　縄＝(098)862-8363
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